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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単な構成で締結部材の弛み止めが確実にでき
、激しい振動・衝撃が繰返し行なわれる場所、厳しい温
度変化などに対して強固に締結できる弛み止め締結機構
を備える締結部材を提供する。
【解決手段】弛み止め締結機構は、ねじ作用により締結
する締結部材（ボルト・ナット）Ｃ、Ｅやそれに付随す
る座金等の、座面内側より外側方向へと渦巻状山形ねじ
機構Ａ、Ｂを短線又は一本の曲線状山形ねじを単周又は
複周施し、そのねじ山部分に充分な鋼性をもたせた尖り
部分が被締結面に回転方向とほぼ同回転に食い込み固定
させる弛み止め締結機構を備えた締結部材である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ねじ作用により被締結体を締結する締結部材［ボルト・ナット］や、それに付随する座
金等の座面に関する。前記締結部材平面状の座面に右ねじであれば、右渦巻状山形ねじ機
構を座面内側より外側方向へと短線又は一本の曲線状山形ねじ山を単周又は複周のねじ山
で形成し、その山形ねじ頂部尖り部分を刃状に形成した渦巻き状山形ねじ機構である。又
、座金等であればその片面もしくは両面に施すことを特徴とした渦巻状山形ねじ機構を有
する締結部材である。
【請求項２】
　前記締結部材材質は、高強度や高靭性を持たせる事ができる炭素鋼の素材を用いてニッ
ケル、クローム、モリブデンなどの各種元素を添加した合金鋼に熱処理を施し形成するこ
とを特徴とし、前記記載の渦巻状山形ねじ機構を締結部材座面に形成することを特徴とし
た請求項１記載の締結部材。
【請求項３】
　前記締結部材座面内周面の一端を円錐形状に座繰りを施すことを特徴とした請求項１～
２記載の渦巻状山形ねじ機構を有する締結部材である。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナットおよびボルト等のねじ作用を利用して部材を締付固定する締結部材に
関し、より詳細に好適な緩み止め作用を備えた締結部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　部品、部材の締付固定に使用する締結部材として、ナットおよびボルトは種々の分野で
広く使用されてきた。これらのナットおよびボルトは、部品、部材を締め付け固定するた
めのものであるが、これらの締結部分に振動が繰返し作用するとナットやボルトが緩むと
いう問題があり、ナットやボルトの緩み止めを目的として、平ワッシャやスプリングワッ
シャを使用することが多用されている。
【０００３】
　ところが、平ワッシャやスプリングワッシャを使用しても、用途によってはナットやボ
ルトが緩むという問題は依然として解消されていない。このため、ナットおよびボルト等
の緩み止めに関して多数の手段や方法が提案され、一部が実用に供されている。例えば、
特許第４４９５８４９号公報（特許文献１）に開示された緩み止めナットは、ねじ孔が貫
通状に形成された下ナットと上ナットからなり、下ナットには、ねじ孔の周りに軸方向外
方にしたがって縮径するテーパ状の外周面を有する凸部が形成され、該凸部の外周面はね
じ孔に対して微小量偏心されており、上ナットには下ナットの凸部が嵌合する凹部が形成
され、該凹部の内周面はねじ孔と同芯状とされている。このように、凸部と凹部とを偏芯
させることにより、両ナットを締め付けた際にナットがそれぞれねじ孔軸芯に対して径方
向にずれ込み、ねじ軸に径方向の応力が作用することによる楔効果によって緩み止めを行
なっている。
【０００４】
　また、特開２００５－１４０２７２号公報（特許文献２）開示された緩み止めナットは
、ナットにその外周面からナット３の雌ねじ軸線に対して外周面の両方向から溝部を切り
欠き形成し、ナット３の雌ねじを締結固定対象に固定されたボルトの雄ねじに螺合させて
所定の締め付けがなされたときに、弾性材でなる緩み止め部材をナットの溝部に入れるこ
とにより、ボルトの雄ねじ周面および雄ねじの谷部斜面に加圧状態で押圧接触させること
により緩み止めを行なうようにしている。
【０００５】
　特許文献１に例示した緩み止めナットは、いわゆるダブルナットを用いて緩み止めを行
なっているが、２個のナットとボルトのねじの向きが同じであり、振動が繰り返し作用す
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ることによりダブルナットが回転するため、緩むという問題は依然として解消されていな
い。また、特許文献２に例示した緩み止めナットにおいても、ボルトの雄ねじ周面にナッ
トを加圧状態で押圧接触するものであり、やはり振動が繰り返して作用することにより緩
むことがあるため、信頼性に乏しい問題があった。
【０００６】
　この問題を解決するため、例えば特許第５５４８５３２号（特許文献３）にはボルト・
ナットの締結部材によるねじ締付作用を利用して被締結体を締結する際に、締結部材と被
締結体との間に挟まれ用いられる弛み止め座金において、締付部材の座面が圧接される圧
接面から被締結体に圧接するワッシャ面に向かって徐々に拡径する筒体状に形成されたテ
ーパ筒体状部と被圧接面に締結部材との軸心を合わせるため芯出しが出来るように締結部
材の座面側が嵌る凹部とを備えるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４４９５８４９号公報
【特許文献２】特開２００５－１４０２７２号公報
【特許文献３】特許第５５４８５３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献３に開示された弛み止め座金において座面が圧接させる被圧接
面から被締結体に圧接するワッシャ座面に向かって徐々に拡径する筒体状に形成されたテ
ーパ筒体状と被圧接面に締結部材との軸芯を合わせるための芯出しが出来るように該締結
部材の座面側が嵌まる凹段部とを備える弛み止め座金とある。この弛み止め座金形状では
被締結体とボルトやナットの間に挟み締結するとあるが、平面状の接触面が増える事にな
りボルト軸直角に対する振動・衝撃にはすべり回転が生じ結果的には弛みの原因になる。
【０００９】
　本発明は、簡単な構成で弛み止め機能をもたせることができ繰返し使用が可能で使用範
囲が広い締結部材を提供することを目的とする。また、本発明は、振動・衝撃の激しい場
所、極めて温度変化の厳しい環境に対しても確実に弛み止め機能を発揮させ使いやすく、
また構成が簡易であることから製造が容易で安価な締結部材を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記目的を達成するため次の構成を備える。すなわちねじ作用により被締結
体を締結する締結部材（ボルト・ナット）やそれに付随する座金等の座面に関する。その
締結部材平面状の座面に右ねじであれば右渦巻状山形ねじ機構を座面内側より外側方向へ
と短線又は一本の曲線状山形ねじ山を単周又は複周のねじ山で形成し、そのねじ山頂部尖
り部分を刃状に形成した渦巻き状山形ねじ機構である。また、座金等であればその片面も
しくは両面に施すことを特徴とした渦巻状山形ねじ機構を有する締結部材である。
【００１１】
　また、渦巻状山形ねじ機構の座面を有する締結部材の材質は、高強度や高靭性を持たせ
ることができる炭素鋼の素材を用いて、ニッケル、クローム、モリブデンなどの各種元素
を添加した合金鋼に熱処理を施し形成することを特徴とし、渦巻状山形ねじ機構を締結部
材座面に形成し、そのねじ山頂部尖り部分を刃状に形成することを特徴とした締結部材で
ある。
【００１２】
　渦巻状山形ねじ機構を座面に有する締結部材は、座面内周面の一端を円錐形状に座繰り
を施すことを特徴とした渦巻状山形ねじ機構を座面に有する締結部材である。
【発明の効果】
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【００１３】
　本発明は、被締結体を締結する締結部材とそれに付随する座金等の座面に充分な剛性を
持たせた渦巻状山形ねじ機構を座面内周より外周方向へと短線又は一本の曲線状山形ねじ
で単周又は複周構成し、そのねじ山頂部尖り部分を刃状に形成した渦巻き状山形ねじ機構
である。また、座金であればその片面もしくは両面に施すことでより効果を得ることが出
来る。
【００１４】
　また、締結部材が右ねじであれば右渦巻状に山形ねじ機構を形成し、そのねじ山頂部尖
り部分を充分な剛性を持たせ締め付けることによりＡ山形ねじが単周又は複周の頂部尖り
部分が被締結面に渦巻状線接触によって締付回転とほぼ同回転に食い込ませることができ
、抵抗が少なく通常の締付強さで締結させることができる。
【００１５】
　逆に弛み回転に対し当該接触面に大きな摩擦抵抗が発生し渦巻状に単周または複周の山
形ねじ頂部尖り部分が強固に被締結体面に締付回転とほぼ同回転に食い込み圧着されてい
るため、左右の回転は起こらず過度の振動・衝撃等が加わっても回転弛みなどに対し優れ
た弛み止め効果を有する締結部材である。
【００１６】
　また、該締結部材Ｗ座金等の座面片面もしくは両面に渦巻状山形ねじ機構を短線又は一
本の曲線状により単周又は複周の山形ねじを構成し、そのねじ山頂部尖り部分を刃状に形
成してあり、そのＡ・Ｂ山形ねじ部分を充分な剛性を施した座金である。その座金・ボル
ト貫通孔内周面の一端を円錐形状に座繰りを施すことを特徴とした座金である。
【００１７】
　本発明のボルトＥを被締結体Ｆ１・Ｆ２の貫通孔に挿し込み、その先端に本発明のナッ
トＣを螺合させ徐々に締付トルクを上げていくと、被締結体圧接面に渦巻状山形ねじＡの
頂部尖り部分が渦巻状に線接触し、少ない摩擦抵抗で徐々に被締結体Ｆ１・Ｆ２の圧接面
に短線又は一本の曲線状山形ねじにより単周又は複周のねじ尖り部分が食い込み大きな摩
擦抵抗が得られ強力なロック効果を発揮することができる。この機構が振動・衝撃などに
よる被締結体とボルト・ナットの間に生じる弛みに対し優れた効果を奏することができる
弛み止め締結部材である。
【００１８】
　また充分な剛性を持たせた該締結部材渦巻状山形ねじ機構を形成することにより、所定
の締め付けトルクで締結していくと、そのＡ山形ねじ頂部尖り部分が刃状に形成されてお
り渦巻状線接触により少ない摩擦抵抗で徐々に被締結体圧接面に締付回転とほぼ同回転に
強固に食い込み固定させることができ、被締結体面に少ない抵抗力により食い込み圧着さ
れる。
【００１９】
　その締結体座面部分は渦巻き状に被締結面に食い込み圧着されているため、左右に回転
することはなく座面部分の回転弛みは生じない。また、ボルト・ナットの圧力フランク面
に引張り摩擦力が同時に生じ所定の軸力が得られ、振動・衝撃などによる回転弛みに対す
る絶大な効果が得られる締結部材である。
【００２０】
　上述した該締結部材座面に施した渦巻状山形ねじ機構は、締結部材が右ねじであれば右
渦巻状山形ねじ機構を施すことを特徴とし、締結部材が左ねじであれば左渦巻状山形ねじ
機構を施すことにより締め付け回転をより好適に締め付けられ、被締結体圧接面に容易に
山形ねじ頂部尖り部分を食い込ませることができる。そのＡ・Ｂ山形ねじ部分には充分な
剛性を持たせ、通常の締付強さで被締結物圧接面に印加させることができ強力なロック効
果を発揮させることができる。
【００２１】
　所定の締付トルクにより被締結体Ｆ１・Ｆ２を、上述した締結部材が徐々に締付トルク
を上げ締結されると、一旦締結されたＦ１・Ｆ２の被締結部材圧接面に渦巻き状山形ねじ
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尖り部分は、短線又は一本の曲線状の山形ねじにより単周又は複周のねじ山が締め付け回
転とほぼ同回転に、少ない摩擦抵抗で食い込み固定される。固定された締結部材は左右に
回転せず弛み回転などの影響は受けず、長期にわたる振動・衝撃・温度変化等の厳しい環
境においても確実に固定され優れた弛み止め効果を提供することが出来る。
【００２２】
　また、上述した該締結部材の材質には高強度や高靭性を持たせることができる炭素鋼の
素材を用いて鋼の機械的性質の向上を目的として、ニッケル、クローム、モリブデンなど
の各種元素を添加した合金鋼に熱処理を施し、渦巻状Ａ山形ねじ頂部尖り部分を刃状に形
成することで、被締結体圧接面へ線接触により締め付け回転とほぼ同回転で、少ない摩擦
抵抗で食い込ませることが容易にでき、確実に固定され当該接触面に大きな摩擦抵抗が生
じ弛むことのない締結部材を提供することが出来る。
【００２３】
　上述した渦巻状山形ねじ機構の座面を有する締結部材により締結された状態では、渦巻
き状山形ねじＡ頂部尖り部分が被締結体圧接面に短線又は一本の曲線状のねじ山により単
周又は複周の山形ねじ頂部尖り部分が食い込みロックされているため、弛み方向の逆回転
が起こらず、一般的に弛みの原因とされる座面部分によるすべり回転などの弛みが大きな
問題とされてきた締結部材とは違い、特に軸直角などの激しい衝撃に対し強固に固定され
た優れた弛み止め効果を有する締結機構である。
【００２４】
　また、該締結部材座面内周面の一端を円錐形状に座繰りを施すことにより、締結部材の
山形ねじ頂部部分より内周孔の平面の高さをねじ山頂部より低くすることにより、被締結
面に好適に食い込めるよう座繰りを施し、容易に締結させることができる優れた弛み止め
効果を有する締結機構を持つ締結部材である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】第１実施形態フランジボルト・ナットの座面に渦巻状山形ねじ機構を形成した締
結部材により被締結体を締結した状態を示す断面図である。
【図２】第１実施形態のフランジナット座面に渦巻状山形ねじ機構を形成した平面図であ
る。
【図３】第１実施形態フランジナット上面図である。
【図４】本発明による渦巻状山形ねじ機構を形成した座金の断面図である。
【図５】本発明による渦巻状山形ねじ機構を形成した座面の表面である。
【図６】本発明による渦巻状山形ねじ機構を形成した座面の裏面である。
【図７】本発明による渦巻状山形ねじ機構を形成した座金を一般的ボルト・ナットに座着
し被締結体を締結した断面図である。
【図８】本発明の渦巻状山形ねじ機構を形成した締結部材によりＮＡＳ３３５０規格高速
振動試験実施図である。
【図９】アメリカＮＡＳ３３５０規格高速振動試験資料
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照にして詳細に説明する。
【００２７】
　図１は、第１実施形態を示す断面図でありフランジナットＣとフランジボルトＥの座面
に本発明の渦巻状山形ねじ機構を備えた締結部材により被締結体Ｆ１・Ｆ２を締結した状
態を示す図である。
【００２８】
　本発明の渦巻状山形ねじ機構を備える締結部材Ｅ・Ｃ座面によると、座面内周より外周
方向へと短線又は一本の曲線状のねじ山により単周又は複周の渦巻状山形ねじＡ・Ｂを施
した締結部材であり、その締結部材を被締結体Ｆ１・Ｆ２の貫通孔にフランジボルトＥを
挿し込みその先にフランジナットＣを螺合させ所定の締付トルクにより締結がなされてい



(6) JP 2017-3103 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

く。
【００２９】
　上述したフランジナットＣを徐々に所定の締付トルクにより締め付けていくと、充分な
剛性を持たせたフランジナットＣ座面に右回りの渦巻状山形ねじ機構Ａ・Ｂにより山形ね
じＡ頂部尖り部分が渦巻状に締め付け回転とほぼ同回転に線接触しながら、少ない摩擦抵
抗で容易にＦ１・Ｆ２の被締結体圧接面に徐々に食い込ませることができ強力な摩擦力を
発生させる。いったん被締結体圧接面に渦巻き状山形ねじ頂部尖り部分が食い込み固定さ
れると、激しい振動・衝撃に対しても左右の回転が起こらず締結される。又同時に軸力が
上がり所定の締付トルクで確実に締結させることができる優れた弛み止め機構を提供する
ことができる。
【００３０】
　図１に示した本発明のボルトＥ・ナットＣにより被締結体Ｆ１・Ｆ２を上述した通常の
締付締結状態であれば、被締結体Ｆ１・Ｆ２、締結部材Ｅ・Ｃとの間に山形ねじ頂部尖り
部分が被締結面に渦巻き状に短線又は一本の曲線状により単周又は複周の山形ねじが強固
に食い込みそこに大きな摩擦抵抗が介在し、回転弛みなどは起こらず長期にわたる振動・
衝撃・温度変化等厳しい環境下においても弛むことなく、また、特にボルトＥ軸直角方向
に振動・衝撃が加わる場所などでも渦巻状山形ねじ機構が確実にロックされるため弛むこ
とのない締結機構を提供することが出来る。
【００３１】
　図２は、上述した渦巻状山形ねじ機構を形成させたフランジナットＣの座面であり、図
３はその上面図である。渦巻状山形ねじ機構のＡ頂部尖り部分先端は鋭く尖った刃状を残
し充分な剛性を持たせた締結部材であり、また、右ねじ締結部材であれば右渦巻状山形ね
じ機構を座面部分に形成し左ねじ締結部材であれば左渦巻状山形ねじ機構を座面部分に施
した締結機構である。
【００３２】
　図２に示すＡ・Ｂ渦巻状山形ねじ機構は右ねじ締結部材であり、座面内周より右回りに
外周方向へと山形ねじＡ・ＢとがフランジナットＣ座面部分に施され、充分な剛性を持た
せたフランジナットＣである。そのフランジナットＣ内周部分の一端を円錐形状に座繰り
Ｈを施し、山形ねじ頂部Ａよりも低く形成することで被締結体Ｆ２圧接面に容易に印加さ
せることができる締結部材。
【００３３】
　そのフランジナットＣを徐々に通常の締め付け強さにより締め付けていくと、被締結体
Ｆ２の圧接面に右回りの渦巻状山形ねじＡ頂部尖り部分が、渦巻状に締め付け回転とほぼ
同様に回転し線接触しながら少ない摩擦抵抗で圧接面Ｇ２に徐々に食い込んでゆく。そこ
に大きな摩擦抵抗が介在され渦巻状山形ねじ機構によりロックされる。逆に弛める方向に
は回転しにくく優れた弛み止め効果が得られる。
【００３４】
　上述した機構によりロックされた締結部材渦巻状山形ねじ機構は振動・衝撃など機械的
要因では逆回転しにくく、また、弛める時は大きな摩擦抵抗が必要となり、一旦締結され
ると人的要因で弛み回転させない限り弛むことはない優れた効果を有する締結機構である
。
【００３５】
　図４は、本発明の渦巻状山形ねじ機構をＷ平座金両面に形成した断面図、図５はその上
面図、図６は下面図である。Ｗ平座金内周より外周方向へと短線又は一本の曲線状のねじ
山により渦巻状にＡ・Ｂの山形ねじ機構を単周又は複周のねじ山を形成し、右ねじ締結部
材であれば右回りに形成し、左ねじ締結部材であれば左回りに形成された座金Ｗである。
また、その素材は充分な剛性を持たせた部材であり、その座金Ｗの内周面の一端をＨ円錐
形状の座繰りを施すことにより山形ねじＡ頂部尖り部分より低くすることで被締結面に容
易に印加させやすく締結することができる座金Ｗである。
【００３６】
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　本発明の座金Ｗによれば、上述してきた渦巻状山形ねじ機構を持つ締結部材と同様な効
果が得られ、このＷ座金は被締結体材質に合わせ、例えばアルミなどの柔らかい金属面で
あればその接する面にフラット状の座金面を施し、その逆面に渦巻き状山形ねじ機構を施
した座金により締結されると、被締結体面に傷がつかず締結することができる。
【００３７】
　上記座金により一般に販売されているボルト・ナットなどで締結した場合安価に使用で
き、また、繰返し使用が可能であり、優れた弛み止め効果が得られ自然環境の厳しい温度
変化・振動・衝撃など長期にわたり繰返し行なわれる場所などに確実な締結力を提供する
ことが出来る弛み止め機構を持つ座金である。
【００３８】
　図７は、本発明の渦巻状山形ねじ機構を備えた座金Ｗを一般に市販されているボルト・
ナットを使用し被締結体Ｆ１・Ｆ２に嵌合させ、その締結部材と被締結部材との間にＷ座
金を挟み締結させた断面図である。ボルトＥ２・ナットＣ２・座金Ｗを被締結体Ｆ１・Ｆ
２に嵌合し徐々に所定のトルクによりナットＣを締め付けていくと、充分な鋼性をもたせ
た座金Ｗの渦巻状山形ねじＡ頂部尖り部分が、被締結体Ｆ２の圧接面とナットＣ２の圧接
面に接着し、徐々に短線又は一本の曲線状の山形ねじにより単周又は複周の渦巻状山形ね
じ尖り部分が締め付け回転とほぼ同回転に線接触しながら少ない抵抗力で食い込んでいく
。
【００３９】
　また、同時にボルトＥ２と被締結体Ｆ１の圧接面にも同様に座金ＷのＡ山形ねじ尖り部
分が徐々に同様に締結部材圧接面に食い込みロックされる優れた締結機構である。
【００４０】
　上述した渦巻状山形ねじ機構を備えるＷ座金により締結された締結部材によると、一般
に市販されている締結部材ボルトＥ２・ナットＣ２により被締結部材Ｆ１・Ｆ２を締結す
ることで弛み止め機構を備える締結部材として多種多様な場所に安価な締結方法を提供が
できる。また、繰返し仕様が可能である締結機構である。
【００４１】
　本発明の渦巻状山形ねじ機構を備える締結部材の材質に関する。
高強度や高靭性をもたせることが出来る炭素鋼の素材を用いて、ニッケル・クローム・モ
リブデンなどの各種元素を添加した合金鋼に熱処理を施し形成することにより、炭素鋼以
上の高強度や高靭性をもたせることが出来る材質である。
【００４２】
　上述したロック機能を備える締結部材で締結された締結部材を弛ませるためには大きな
摩擦抵抗力が必要とされるため、工具などによる人的要因で回転させなければ弛まない締
結機構を持つ優れた締結部材である。
【００４３】
　図８は、本発明の渦巻状山形ねじ機構を有する締結部材をＮＡＳ３３５０規格高速振動
試験で実施試験を行なった図である。
　　試験先・・・長野県工業技術総合センター
　　振動条件・・・振動数：１７８０ｒｐｍ　　　加振台ストローク：１１ｍｍ
　　　　　　　　　インパクトストローク：１９ｍｍ　振動方向：ボルト軸直角方向
　　　　　　　　　振動測定時間１７分間とする。
　　弛みの判定：供試ボルト・供試ナット及びワッシャの合マークがずれ、ワッシャが手
　　　　　　　　　で回せるようになったときを弛んだとする。
　※渦巻きロック機構締結部材　試験サイズＭ１０、Ｐ１．５、材質Ｓ４５Ｃ
　　　締付トルク４０Ｎ．ｍ　試験結果１７分間弛まず　戻しトルク測定４０Ｎ．ｍ
　※市販品ナット　試験サイズＭ１０　材質Ｓ４５Ｃ
　　　締付トルク４０Ｎ．ｍ　試験結果３２秒間　戻しトルク０Ｎ．ｍ
【００４４】
　上記ＮＡＳ３３５０規格高速試験を行なった結果１７分間弛まず余裕を持ってクリアー
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り、渦巻状山形ねじ頂部尖り部分が確実に被締結体圧接面に複周の山形ねじ頂部尖り部分
が食い込みロックされることで強力な摩擦力が生じ回転弛みなどが起こらず、優れた効果
を有した結果である。
【００４５】
　図９は、アメリカＮＡＳ３３５０規格高速振動試験を行なった資料である。
セレート付きナットでは、被締結面にセレート部分が点溝で食い込んでいるが振動・衝撃
に対してはその座面部分が回転し弛んでしまう。また、Ｕフランジナット、Ｃスカートナ
ットの座面部分に渦巻き状山形ねじ機構を施し振動試験を行なったが、ナット材質がＳ４
５Ｃ熱処理を施してなく硬度ＨＲＣで２０前後であり被締結面に程よく食い込めなかった
ことが弛んでしまった原因である。
【００４６】
　以上本発明を実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなくその要旨を逸脱しない範囲で種々変更可能であることは言うまでもない。前述
した実施例において工具係合部を六角に形成した例を示したが、六角孔付きボルトや六角
孔付きフランジボルトの形状に変更してもよく、また、小形の場合はなべ頭小ねじ、トラ
スト頭ねじの形状に変更しても良い。また、ねじ部はメートルねじ、インチねじの任意の
規格ねじのいずれかを採用しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明は機械器具、電気機械器具、車両、建設建築、鉄道、航空機器に用いる被締結部
材の締結に適用可能な渦巻状山形溝機構を備える締結部材である。
【符号の説明】
【００４８】
　Ａ　　　渦巻状山形ねじ頂部尖り部分
　Ｂ　　　渦巻状山形ねじ底部
　Ｃ　　　渦巻状山形ねじ機構を座面に有するフランジナット
　Ｃ２　　一般に市販されているナット
　Ｄ　　　ボルト貫通孔
　Ｅ　　　渦巻状山形ねじ機構を座面に有するフランジボルト
　ＥＡ　　ボルトねじ山頂部
　ＥＢ　　ボルトねじ山底部
　Ｅ２　　一般に市販されているボルト
　Ｆ１　　被締結部材
　Ｆ２　　被締結部材
　Ｇ１　　被締結部材ボルト側圧接面
　Ｇ２　　被締結部材ナット側圧接面
　Ｈ　　　座繰り部分
　Ｗ　　　渦巻状山形ねじ機構を両面に形成した座金
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